戦前期の立教大学に留学した韓国人の回想 : 金允經・柳致眞 by 宮本 正明
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は
じ
め
に
　
本
稿
は
、
戦
前
期
の
立
教
大
学
へ
の
留
学
経
験
を
持
つ
韓
国
人
の
な
か
で
、
金キムユ
ン
ギ
ョ
ン
允
經
（
一
八
九
四
～
一
九
六
九
年
）
と
柳ユ
致チ
眞ジン
（
一
九
〇
五
～
一
九
七
五
年
）
の
回
想
を
と
り
あ
げ
、
留
学
生
活
に
関
す
る
箇
所
を
訳
出
し
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
朝
鮮
人
と
し
て
立
教
大
学
の
最
初
の
卒
業
生
は
、
現
段
階
の
史
料
状
況
に
お
い
て
は
、
一
九
二
五
年
三
月
に
卒
業
し
た
李イ
載ジェ
壎フン
（
文
学
部
哲
学
科
）
と
見
ら
れ
る
（
拙
稿
「
戦
前
期
に
お
け
る
立
教
大
学
の
朝
鮮
人
留
学
生
」『
立
教
』
第
二
三
四
号
、
二
〇
一
五
年
九
月
、
三
八
頁
）。
そ
れ
以
降
は
毎
年
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
る
が
、
一
九
四
〇
年
ま
で
そ
の
数
は
一
桁
台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
山
田
昭
次
「
朝
鮮
人
留
学
生
た
ち
の
民
族
的
苦
悩
と
受
難
」、
老
川
慶
喜
・
前
田
一
男
編
『
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
と
戦
争
―
立
教
学
院
の
デ
ィ
レ
ン
マ
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
八
年
、
四
二
〇
頁
）。
　
こ
の
た
び
、
回
想
を
提
示
す
る
金
允
經
・
柳
致
眞
は
と
も
に
一
九
二
六
年
四
月
の
入
学
生
で
あ
る
。
金
允
經
は
一
九
二
六
年
四
月
に
立
教
大
学
文
学
部
史
学
科
へ
入
学
、
一
九
二
九
年
三
月
の
卒
業
で
あ
る
。
柳
致
眞
は
一
九
二
六
年
四
月
に
立
教
大
学
予
科
へ
入
学
、
つ
い
で
一
九
二
七
年
（
後
掲
『
東
朗 
柳
致
眞
全
集
』
第
九
巻
所
収
の
「
年
譜
」
に
よ
る
）
に
文
学
部
英
文
科
へ
入
学
し
一
九
三
一
年
三
月
に
卒
業
し
て
い
る
。
両
者
は
日
本
統
治
期
・
大
韓
民
国
期
を
通
じ
て
朝
鮮
語
（
韓
国
語
）
学
界
・
演
劇
界
で
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
し
、
斯
界
に
重
き
を
な
す
存
在
と
な
る
が
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
中
の
歩
み
は
対
照
的
で
あ
る
。
金
允
經
は
朝
鮮
総
督
府
に
〔
史
料
紹
介
〕
　
　
戦
前
期
の
立
教
大
学
に
留
学
し
た
韓
国
人
の
回
想
―
金
允
經
・
柳
致
眞
宮 
本 
正 
明
－ 86 －
よ
る
所
属
団
体
の
弾
圧
に
伴
い
二
度
に
わ
た
り
検
挙
・
投
獄
さ
れ
（
同
友
会
事
件
・
朝
鮮
語
学
会
事
件
）、
柳
致
眞
は
朝
鮮
総
督
府
の
も
と
で
戦
争
協
力
の
性
格
を
持
つ
演
劇
運
動
に
関
与
し
て
い
る
。
留
学
生
活
の
期
間
も
含
め
、
日
本
統
治
下
に
あ
っ
て
は
、
様
々
な
領
域
で
頭
角
を
あ
ら
わ
す
朝
鮮
人
が
多
か
れ
少
な
か
れ
抑
圧
を
受
け
た
り
協
力
を
強
い
ら
れ
た
り
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
　
金
允
經
の
回
想
は
短
文
の
も
の
だ
が
、
立
教
大
学
へ
の
進
学
に
あ
た
り
、
朝
鮮
と
日
本
本
国
の
教
育
制
度
の
相
違
が
支
障
と
な
り
当
初
は
選
科
生
と
し
て
の
入
学
で
あ
っ
た
こ
と
、
本
科
へ
の
編
入
や
専
攻
の
選
択
に
つ
い
て
史
学
科
長
の
小
林
秀
雄
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
金
允
經
は
立
教
大
学
在
学
中
も
朝
鮮
で
発
行
さ
れ
る
雑
誌
に
た
び
た
び
小
文
を
寄
稿
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
、
日
本
へ
の
出
発
に
際
し
て
の
所
感
（「
培
花
を
離
れ
て
東
京
に
行
く
」『
東
光
』
創
刊
号
、
一
九
二
六
年
五
月
）
や
日
本
留
学
時
の
留
意
点
（「
行
く
人
、
来
る
人
」『
使
命
』
第
五
号
、
一
九
二
七
年
五
月
。
そ
の
文
末
に
は
「
一
九
二
七
・
三
・
三
一 
下 
四
時 
池
袋 
大
原
で
記
す
」
と
あ
る
〔
後
掲
『
한
결 
金
允
經
全
集
』
第
六
巻
、
二
二
七
頁
〕）
を
つ
づ
っ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
　
柳
致
眞
の
回
想
は
長
文
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
立
教
大
学
お
よ
び
在
学
生
に
対
す
る
率
直
な
印
象
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
学
外
で
の
演
劇
活
動
へ
の
没
頭
ぶ
り
と
と
も
に
、
朝
鮮
の
現
状
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
の
、
演
劇
に
か
け
る
情
熱
的
な
問
題
意
識
、
特
に
識
字
率
が
低
い
朝
鮮
で
演
劇
を
武
器
に
啓
発
活
動
を
図
る
と
い
う
実
践
志
向
が
見
て
と
れ
る
。
　
他
方
、
両
者
の
共
通
点
と
し
て
、
立
教
大
学
の
各
学
科
発
行
の
学
術
誌
に
卒
業
論
文
の
成
果
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
ず
れ
の
回
想
に
も
卒
業
論
文
に
関
す
る
言
及
が
見
ら
れ
る
。
特
に
、
柳
致
眞
の
回
想
で
は
、
日
本
統
治
下
の
朝
鮮
の
実
情
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
す
る
形
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
、
な
か
で
も
都
市
下
層
民
衆
の
生
態
を
描
い
た
オ
ケ
イ
シ
ー
の
作
品
に
傾
倒
し
た
こ
と
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
記
述
の
長
短
は
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
回
想
も
、
当
時
の
朝
鮮
人
留
学
生
の
目
に
映
っ
た
立
教
大
学
の
様
子
が
う
か
が
え
る
と
と
も
に
、
日
本
統
治
期
の
朝
鮮
人
が
ど
の
よ
う
な
法
制
度
や
政
治
・
社
会
状
況
の
も
と
で
、
い
か
な
る
意
識
を
は
ぐ
く
み
つ
つ
青
壮
年
時
代
を
過
ご
し
て
い
た
の
か
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
も
、
貴
重
な
証
言
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
な
お
、
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
原
文
の
形
を
な
る
べ
く
生
か
す
よ
う
訳
出
に
努
め
た
。
訳
文
中
の
人
名
・
事
項
に
関
し
て
は
適
宜
、
訳
注
を
附
し
た
。
訳
文
中
の
〔　
〕
は
訳
者
に
よ
る
補
記
で
あ
る
。
一
、
金
允
經
の
回
想
　
〔
以
下
は
、『
한
결 
金
允
經
全
集
』
第
六
巻
（
延
世
大
学
校
出
－ 87 －
版
部
、
一
九
八
五
年
）
所
収
「
国
語
学
者
と
し
て
歩
ん
で
き
た
道
」（
初
出
：『
思
潮
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
五
八
年
八
月
）
の
抄
訳
で
あ
る
（
同
書
四
四
五
～
四
四
七
頁
）。〕
研
究
方
法
と
立
教
大
学
時
節
　
〔
中
略
〕
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
四
二
五
九
年
⑴
（
西
紀
一
九
二
六
）
の
春
、
教
員
生
活
⑵
を
捨
て
、
再
び
勉
強
し
て
み
よ
う
と
い
う
欲
求
か
ら
日
本
の
東
京
へ
行
き
、
立
教
大
学
の
史
学
科
に
籍
を
置
く
こ
と
に
な
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
東
京
へ
行
く
に
至
っ
た
動
機
に
は
、
自
身
の
不
満
か
ら
も
っ
と
勉
強
し
て
み
た
い
と
い
う
欲
求
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
も
う
一
方
で
は
、
私
の
延
禧
⑶
卒
業
が
、
倭マ
政マ
が
教
員
資
格
を
認
め
る
以
前
の
も
の
⑷
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
無
資
格
教
員
だ
と
す
る
冷
遇
か
ら
脱
け
出
そ
う
と
い
う
こ
と
も
、
そ
の
動
機
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
、
立
教
に
入
っ
た
後
で
分
か
っ
た
こ
と
な
の
だ
が
、
大
学
事
務
局
で
は
、
私
の
延
禧
卒
業
が
、
大
学
入
学
資
格
が
認
め
ら
れ
る
以
前
⑸
の
卒
業
だ
と
い
う
理
由
か
ら
、
選
科
生
に
編
入
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
時
教
学
課
長
〔
原
文
교
학
과
장
の
音
訳
。
史
学
科
長
の
こ
と
か
〕
で
あ
っ
た
小
林
秀
雄
先
生
⑹
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
二
つ
の
こ
と
を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
「
金
君
の
一
年
間
の
学
業
成
績
が
八
〇
点
以
上
で
あ
れ
ば
本
科
生
と
し
て
編
入
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
た
、
教
育
学
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
単
位
を
取
れ
ば
、
高
等
学
校
（
専
門
学
校
・
大
学
予
科
と
同
等
の
資
格
）
の
正
教
員
の
資
格
を
得
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
も
う
一
つ
は
、「
西
洋
史
を
専
攻
す
る
の
は
こ
の
上
な
く
難
し
く
、
日
本
人
で
学
位
を
取
得
す
る
の
は
二
、
三
人
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
東
洋
史
方
面
を
選
ぶ
方
が
よ
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
二
つ
目
の
理
由
と
し
て
、
東
洋
人
と
し
て
西
洋
史
を
専
攻
す
る
の
が
難
し
い
理
由
は
、
ヘ
ブ
ル
語
・
ラ
テ
ン
語
、
そ
し
て
少
な
く
と
も
英
語
・
ド
イ
ツ
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
に
精
通
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
語
学
の
難
関
と
、
根
本
史
料
を
得
る
の
が
困
難
と
い
う
点
を
挙
げ
た
。
か
く
し
て
、
先
生
の
指
導
と
努
力
に
よ
り
本
科
生
と
な
り
、
三
年
後
に
文
学
士
の
学
位
を
受
け
る
に
至
っ
た
。
　
と
こ
ろ
で
、
学
位
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、
所
定
の
単
位
を
取
得
し
て
い
て
も
論
文
が
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
私
は
入
学
が
許
可
さ
れ
る
や
、
朝
鮮
文
字
に
関
す
る
こ
と
で
論
文
を
書
こ
う
と
決
心
し
、
既
に
収
集
し
て
い
た
材
料
に
加
え
、
さ
ら
に
在
学
中
に
も
絶
え
ず
材
料
の
収
集
に
つ
と
め
た
。
こ
う
し
て
四
二
六
一
年
（
西
紀
一
九
二
八
）、
夏
休
み
の
間
に
こ
れ
ら
の
集
め
た
材
料
を
整
理
・
分
類
し
、
体
系
化
し
て
ま
と
め
た
の
が
「
朝
鮮
文
字
の
歴
史
的
考
察
」
と
い
う
卒
業
論
文
で
あ
る
⑺
。
二
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
で
一
〇
六
一
四
枚
に
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
一
部
を
抽
出
し
て
立
教
大
学
史
学
会
機
関
誌
『
史
苑
』
に
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
⑻
の
は
、
こ
の
論
文
が
科
長
以
下
、
関
係
の
教
授
と
史
学
会
員
の
集
ま
っ
た
席
で
公
開
発
表
と
質
疑
が
あ
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
文
は
問
題
な
く
通
過
し
た
。
　
帰
国
後
、『
東
光
』⑼
編
集
サ
イ
ド
の
勧
め
で
こ
の
論
文
を
修
正
の
う
え
翻
訳
し
、
一
八
回
（
西
紀
一
九
三
一
年
一
月
号
～
一
九
三
三
年
一
月
号
）
ま
で
出
た
が
、
そ
の
雑
誌
の
休
刊
で
中
断
し
て
し
ま
っ
た
⑽
。〔
後
略
〕
【
訳
注
】
⑴ 
檀
紀
（
檀
君
紀
元
）
に
よ
る
年
代
表
記
。
檀
君
（
朝
鮮
建
国
の
始
祖
と
伝
承
さ
れ
る
神
話
上
の
存
在
）
が
即
位
し
た
年
（
紀
元
前
二
三
三
三
年
）
を
元
年
と
し
て
起
算
さ
れ
る
。
⑵ 
延
禧
専
門
学
校
卒
業
（
一
九
二
二
年
三
月
）
後
、
培
花
女
学
校
（
一
八
九
七
年
創
立
。
メ
ソ
ジ
ス
ト
系
列
の
キ
リ
ス
ト
教
学
校
）
の
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
（「
한
결
年
譜
」、『
한
결 
金
允
經
全
集
』
第
六
巻
、
三
四
七
頁
）。
⑶ 
延
禧
専
門
学
校
。
現
在
の
延
世
大
学
校
の
前
身
に
あ
た
る
。
儆
信
学
校
（
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
ア
ン
ダ
ー
ウ
ッ
ド
が
一
八
六
六
年
に
創
設
。
長
老
派
系
列
の
キ
リ
ス
ト
教
中
等
教
育
機
関
）
の
「
大
学
部
」（
長
老
派
と
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
両
教
派
協
同
で
一
九
一
五
年
四
月
開
設
、
英
名Chosen Christian College
）
が
、
朝
鮮
総
督
府
の
専
門
学
校
規
則
（
朝
鮮
総
督
府
令
第
二
六
号
、
一
九
一
五
年
四
月
施
行
）
に
も
と
づ
き
一
九
一
七
年
に
専
門
学
校
と
し
て
認
可
を
受
け
、
校
名
も
私
立
延
禧
専
門
学
校
と
改
称
さ
れ
た
（
松
本
麻
人
「
朝
鮮
に
お
け
る
専
門
学
校
の
形
成
と
キ
リ
ス
ト
教
系
私
学
―
日
本
統
治
下
初
期
の
延
禧
専
門
学
校
の
展
開
」『
名
古
屋
大
学
大
学
院
教
育
発
達
科
学
研
究
科
紀
要
』
第
五
四
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
七
年
）。
金
允
經
は
一
九
一
七
年
四
月
に
同
校
文
科
入
学
、
三
・
一
独
立
運
動
に
伴
う
一
年
間
の
休
学
を
は
さ
み
、
一
九
二
二
年
三
月
に
卒
業
し
て
い
る
（
前
掲
「
年
譜
」、
三
四
六
～
三
四
七
頁
）。
⑷ 
例
え
ば
、
延
禧
専
門
学
校
の
文
科
本
科
卒
業
者
に
対
し
て
教
員
（
英
語
）
無
試
験
検
定
資
格
の
認
定
が
な
さ
れ
た
の
は
一
九
二
四
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
前
掲
・
松
本
麻
人
論
稿
、
一
七
六
頁
。『
延
世
大
学
校
百
年
史
』
第
一
巻
、
延
世
大
学
校
出
版
部
、
一
九
八
五
年
、
一
八
三
頁
）。
一
九
一
七
年
入
学
・
一
九
二
二
年
卒
業
の
金
允
經
の
場
合
、
在
学
期
間
中
に
こ
う
し
た
教
員
無
試
験
検
定
資
格
の
認
定
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、
教
員
資
格
の
面
で
不
充
分
な
点
が
あ
る
と
周
囲
に
み
な
さ
れ
る
一
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
⑸ 
日
本
統
治
の
初
期
に
お
け
る
朝
鮮
人
対
象
の
教
育
制
度
は
、
第
一
次
朝
鮮
教
育
令
の
も
と
（
一
九
一
一
～
一
九
二
二
年
）、
初
等
教
育
機
関
の
修
業
年
限
が
四
年
と
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
本
国
と
異
な
る
体
系
が
設
け
ら
れ
、
日
本
本
国
の
教
育
制
度
に
基
づ
く
上
級
学
校
へ
の
接
続
も
想
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
第
一
次
朝
鮮
教
育
令
に
お
け
る
専
門
学
校
は
中
等
教
育
機
関
に
該
当
す
る
形
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
持
つ
日
本
本
国
の
専
門
学
校
と
は
大
き
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
（
馬
越
徹
『
韓
国
近
代
大
学
の
成
立
と
展
開
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
八
二
頁
）。
金
允
經
に
つ
い
て
立
教
大
学
へ
の
本
科
入
学
が
当
初
難
航
し
た
の
は
、
延
禧
専
門
学
校
で
の
在
学
期
間
が
第
一
次
朝
鮮
教
育
令
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
も
そ
の
一
因
と
し
て
推
測
さ
れ
る
。
三
・
一
独
立
運
動
後
、
朝
鮮
教
育
令
－ 89 －
の
改
定
（
第
二
次
朝
鮮
教
育
令
。
一
九
二
二
～
三
八
年
）
に
よ
り
朝
鮮
内
の
専
門
学
校
は
日
本
本
国
の
専
門
学
校
と
同
格
の
扱
い
と
な
り
、
新
た
に
公
立
私
立
専
門
学
校
規
程
（
朝
鮮
総
督
府
令
第
二
一
号
、
一
九
二
二
年
四
月
施
行
）
が
制
定
さ
れ
た
。
な
お
、
私
立
延
禧
専
門
学
校
は
従
来
の
学
科
構
成
を
改
編
し
て
一
九
二
三
年
に
「
延
禧
専
門
学
校
」
と
し
て
改
め
て
認
可
を
受
け
て
い
る
（
前
掲
『
延
世
大
学
校
百
年
史
』
第
一
巻
、
一
七
二
頁
）。
⑹ 
小
林
秀
雄
（
一
八
七
六
～
一
九
五
五
年
）。
立
教
大
学
文
学
部
教
授
（
在
任
一
九
二
三
～
一
九
四
二
年
）
で
西
洋
史
専
攻
の
歴
史
研
究
者
。
立
教
大
学
文
学
部
の
史
学
科
開
設
（
一
九
二
四
年
）
に
伴
い
史
学
科
長
に
就
任
。
⑺ 
前
掲
「
年
譜
」（
三
四
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
卒
業
論
文
の
脱
稿
は
一
九
二
八
年
九
月
一
七
日
。
⑻ 
立
教
大
学
史
学
会
機
関
誌
の
『
史
苑
』
に
は
、
金
允
經
の
論
文
と
し
て
「
大
唐
平
百
済
国
啤
」
に
就
い
て
」（
同
誌
第
一
巻
第
五
号
、
一
九
二
九
年
二
月
）
お
よ
び
「
訓
民
正
音
発
布
の
事
情
」（
同
誌
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
二
九
年
六
月
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
⑼ 
『
東
光
』
は
朝
鮮
人
の
修
養
団
体
で
あ
る
修
養
同
盟
会
（
一
九
二
二
年
に
ソ
ウ
ル
で
創
立
。
後
に
修
養
同
友
会
・
同
友
会
に
改
称
）
の
機
関
誌
。
金
允
經
は
一
九
二
二
年
の
創
立
時
か
ら
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
（
前
掲
「
年
譜
」、
三
四
七
頁
）。
⑽ 
そ
の
後
も
出
版
に
向
け
て
改
稿
が
進
め
ら
れ
、
一
九
三
七
年
に
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
同
友
会
関
係
者
検
挙
（
同
友
会
事
件
）
に
伴
い
逮
捕
さ
れ
、
取
り
調
べ
・
裁
判
を
受
け
る
（
一
九
四
一
年
に
無
罪
判
決
）
さ
な
か
、
一
九
三
八
年
一
月
に
『
朝
鮮
文
字
及
語
学
史
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
（
前
掲
「
年
譜
」、
三
四
八
頁
）。
二
、
柳
致
眞
の
回
想
　
〔
以
下
は
、『
東
朗 
柳
致
眞
全
集
』
第
九
巻
（
ソ
ウ
ル
芸
大
出
版
部
、
一
九
九
三
年
）
所
収
の
「
自
叙
伝
」（
柳
致
眞
に
よ
る
口
述
を
柳
敏
榮
が
整
理
し
た
も
の
）
の
抄
訳
で
あ
る
（
同
書
八
七
～
九
六
頁
）。〕
憤
怒
と
反
抗
の
時
代
　
私
が
、
故
郷
で
の
三
・
一
運
動
事
件
⑴
の
際
も
特
に
深
く
感
じ
な
か
っ
た
民
族
的
感
情
を
、
四
年
後
の
東
京
の
大
地
震
⑵
を
経
て
内
面
の
奥
深
く
か
ら
感
じ
た
と
い
う
の
は
、
二
つ
の
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
一
つ
は
や
は
り
、
同
胞
の
死
に
感
じ
た
シ
ョ
ッ
ク
の
た
め
で
あ
る
。
三
・
一
運
動
の
時
に
し
て
も
日
本
の
警
察
と
憲
兵
は
侮
辱
と
殴
打
に
終
始
し
た
が
、
関
東
大
震
災
の
時
は
集
団
殺
戮
で
も
っ
て
韓
国
人
を
獣
狩
り
の
よ
う
な
目
に
会
わ
せ
た
で
は
な
い
か
。
そ
れ
も
軍
憲
で
な
い
民
間
人
が
ほ
し
い
ま
ま
に
お
こ
な
っ
た
と
い
う
こ
と
に
対
し
、
到
底
許
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
だ
っ
た
。
虚
弱
一
方
で
あ
っ
た
私
は
非
常
に
強
く
な
り
は
じ
め
た
。
強
い
と
い
う
ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
は
な
か
ら
手
当
た
り
次
第
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
く
義
血
漢
に
な
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
私
の
号
を
「
乱
角
」
と
し
た
の
は
ど
れ
ほ
ど
の
こ
と
だ
っ
た
－ 90 －
ろ
う
か
。
機
嫌
の
よ
く
な
い
牛
が
前
に
あ
る
障
害
物
へ
む
や
み
に
突
っ
か
か
っ
て
い
く
と
い
う
意
味
の
「
乱
角
」
は
、
私
の
生
涯
で
最
初
の
号
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
号
は
漢
文
の
幽
玄
な
意
味
を
持
つ
だ
と
か
、
姓
名
・
哲
学
に
基
づ
く
も
の
だ
と
か
い
う
わ
け
で
な
く
、
私
の
気
分
に
従
っ
て
つ
け
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
稚
拙
で
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
。
た
だ
、
こ
の
号
は
私
の
二
〇
代
、
特
に
東
京
で
勉
強
し
て
い
た
時
の
心
中
の
表
出
と
い
う
点
で
、
こ
の
時
期
の
精
神
状
況
を
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
る
と
思
う
。
　
こ
う
し
た
な
か
で
、
豊
山
中
学
⑶
を
卒
業
し
、
進
学
の
岐
路
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
大
学
進
学
は
私
の
一
生
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
家
門
と
も
深
い
関
係
が
あ
っ
た
が
た
め
に
、
深
思
熟
考
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
私
は
、
内
心
で
は
文
学
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
青
春
の
苦
悩
を
哲
学
で
解
こ
う
と
し
た
時
に
文
学
が
道
し
る
べ
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
方
向
で
勉
強
し
て
み
よ
う
と
い
う
の
は
き
わ
め
て
自
然
な
成
り
行
き
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
父
親
の
考
え
は
違
っ
た
。
父
親
は
と
に
か
く
、
田
舎
の
漢
方
医
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
非
常
に
実
利
的
で
あ
り
、
長
男
た
る
私
が
そ
の
分
野
を
勉
強
す
れ
ば
、
た
と
え
そ
れ
が
西
洋
医
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
家
業
の
一
つ
が
継
承
さ
れ
る
と
い
う
形
で
考
え
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
私
自
身
も
自
然
科
学
の
ほ
う
に
素
質
や
関
心
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
被
支
配
民
族
の
青
年
と
し
て
人
生
を
様
々
な
角
度
か
ら
深
く
考
え
て
み
た
か
ら
、
哲
学
や
文
学
に
傾
倒
し
た
の
で
あ
っ
た
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
中
学
時
代
の
多
感
で
あ
っ
た
文
学
青
年
と
い
う
こ
と
も
、
特
別
な
素
質
と
し
て
よ
り
は
、
時
代
と
社
会
に
対
す
る
一
つ
の
反
応
と
し
て
、
そ
う
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
私
は
ま
た
、
郵
便
局
の
末
端
職
員
の
時
代
⑷
に
電
報
を
主
に
打
っ
て
い
た
の
で
機
械
に
親
し
み
を
覚
え
て
い
た
し
、
計
算
の
よ
う
な
こ
と
も
大
変
早
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
芸
術
に
劣
ら
な
い
だ
け
の
、
自
然
科
学
へ
の
関
心
と
素
質
を
示
し
て
い
る
も
の
だ
と
思
う
。
　
父
親
は
二
言
も
な
く
、
医
科
大
学
を
志
願
し
ろ
と
命
令
し
た
。
そ
の
頃
、
日
本
で
有
名
な
医
科
大
学
は
帝
国
大
学
が
一
番
だ
っ
た
が
、
私
学
の
名
門
・
慶
応
大
学
医
学
科
も
有
名
だ
っ
た
。
　
私
は
父
親
の
勧
告
の
ま
ま
、
慶
応
大
学
医
予
科
を
受
験
し
た
。
将
来
、
医
師
と
し
て
家
庭
と
民
族
に
寄
与
す
る
の
だ
と
い
う
考
え
に
立
っ
た
。
し
か
し
、
見
事
に
失
敗
し
た
。
や
は
り
、
文
学
だ
か
ら
と
い
っ
て
勉
強
を
怠
っ
て
い
た
の
が
、
そ
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
だ
っ
た
。
私
は
し
ば
ら
く
の
間
、
失
敗
に
関
し
父
親
と
故
郷
の
家
族
に
申
し
訳
な
く
恥
ず
か
し
い
思
い
で
あ
っ
た
が
、
絶
望
的
な
状
態
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
最
初
か
ら
合
格
す
る
は
ず
だ
と
確
信
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
た
だ
、
父
親
の
懇
切
な
勧
め
と
未
来
の
安
定
し
た
一
生
を
念
頭
に
置
い
て
、
い
っ
た
ん
受
験
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
　
最
初
か
ら
父
親
の
願
い
を
ふ
り
き
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
い
っ
た
ん
長
男
と
し
て
私
が
拒
み
は
し
な
か
っ
た
の
で
、
父
親
の
怒
り
を
買
う
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
私
の
医
科
大
学
の
受
験
－ 91 －
失
敗
が
父
親
を
失
望
さ
せ
た
の
は
事
実
で
あ
っ
た
。
私
は
再
修
生
〔
浪
人
生
〕
と
し
て
一
年
余
を
過
ご
す
浪
人
の
身
の
上
と
な
っ
た
。
父
親
は
依
然
と
し
て
医
科
志
望
を
勧
め
た
。
私
は
一
年
の
間
、
い
ろ
い
ろ
な
考
え
の
な
か
で
ま
た
し
て
も
さ
ま
よ
う
し
か
な
か
っ
た
。
私
は
医
科
の
選
択
の
前
に
、
生
涯
を
か
け
て
自
分
が
何
を
な
す
べ
き
な
の
か
と
苦
し
ん
だ
。
多
く
の
こ
と
を
考
え
た
も
の
の
、
い
つ
で
も
帰
結
す
る
と
こ
ろ
は
文
学
で
あ
っ
た
。
自
分
に
文
学
に
関
す
る
特
別
な
素
質
が
あ
る
と
考
え
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
文
学
だ
け
が
、
私
が
そ
れ
で
も
一
生
を
か
け
る
に
た
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
　
私
は
進
路
を
変
え
る
こ
と
に
し
て
、
統
営
に
来
た
。
私
の
進
路
問
題
を
父
親
と
相
談
し
よ
う
と
し
た
。
私
は
率
直
に
自
分
の
実
力
水
準
を
父
親
に
告
白
し
て
、
文
学
へ
の
方
向
転
換
を
も
ご
も
ご
と
暗
に
伝
え
た
。
父
親
は
頑
と
し
て
譲
ら
な
か
っ
た
。
絶
対
に
医
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
私
は
東
京
へ
戻
る
船
の
中
で
、
結
婚
と
進
路
選
択
は
父
母
の
意
思
を
拒
ん
で
も
不
孝
に
な
ら
な
い
と
い
う
、
あ
る
先
覚
者
の
言
葉
を
想
起
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
文
学
へ
進
む
こ
と
を
決
心
し
て
大
学
を
探
し
た
。
私
の
実
力
と
家
庭
事
情
、
そ
し
て
気
質
な
ど
を
考
慮
し
て
み
た
。
　
立
教
大
学
の
英
文
科
に
決
定
と
な
っ
た
。
聖
パ
ウ
ロ
大
学
校
〔St.Paulʼs U
niversity
〕
と
も
称
さ
れ
る
立
教
大
学
は
聖
公
会
が
建
て
た
宗
教
系
統
の
小
さ
な
学
校
だ
っ
た
。
宗
教
団
体
が
運
営
す
る
学
校
は
大
抵
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
立
教
大
学
も
本
館
の
建
物
と
付
属
の
建
物
・
聖
堂
〔
礼
拝
堂
〕・
寄
宿
舎
・
食
堂
な
ど
四
つ
か
五
つ
の
小
さ
い
建
物
か
ら
成
り
立
つ
狭
い
キ
ャ
ン
パ
ス
だ
っ
た
。
寺
院
の
よ
う
に
常
に
静
謐
で
、
あ
ま
り
に
も
静
か
す
ぎ
て
、
も
の
寂
し
い
山
の
な
か
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
規
模
が
小
さ
い
た
め
学
生
数
も
想
像
で
き
な
い
く
ら
い
の
少
な
さ
で
あ
っ
た
。
学
科
も
数
個
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
ク
ラ
ス
に
二
、
三
人
の
場
合
も
あ
り
、
多
い
ク
ラ
ス
で
も
一
〇
人
程
度
で
あ
っ
た
。
当
時
、
そ
れ
で
も
人
気
の
あ
っ
た
英
文
科
の
場
合
、
一
二
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
営
利
を
目
的
と
す
る
大
学
で
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
志
願
者
も
多
く
な
く
、
学
生
数
が
少
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
入
学
生
も
多
様
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
大
部
分
が
聖
公
会
の
信
者
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
裕
福
な
家
庭
の
子
ど
も
で
あ
っ
た
り
し
た
か
ら
、
外
見
か
ら
弱
々
し
く
見
え
た
。
さ
な
が
ら
温
室
の
な
か
で
育
っ
た
樹
木
の
よ
う
に
ハ
ン
サ
ム
か
つ
ス
マ
ー
ト
で
、
み
な
善
良
だ
っ
た
。
苦
痛
と
不
満
、
反
抗
で
も
っ
て
当
て
も
な
く
求
め
さ
ま
よ
う
野
生
馬
の
よ
う
な
私
と
は
あ
ま
り
に
も
対
照
的
な
学
生
た
ち
だ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
温
室
の
中
の
花
と
野
生
の
花
と
が
合
う
理
は
皆
無
だ
っ
た
。
私
は
学
校
に
特
段
の
興
味
を
持
て
な
か
っ
た
。
ま
ず
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
は
精
神
年
齢
が
幼
い
の
で
対
話
が
ろ
く
に
成
立
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
学
校
の
雰
囲
気
は
自
由
す
ぎ
る
く
ら
い
で
、
干
渉
す
る
理
が
な
か
っ
た
。
私
は
学
校
に
興
味
を
持
て
ず
、
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外
へ
と
出
歩
い
た
。
ア
ナ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
⑸
私
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
不
満
を
い
っ
ぱ
い
抱
え
た
ま
ま
、
劇
場
と
書
店
の
み
を
訪
ね
た
。
そ
ん
な
時
、
私
は
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
と
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
「
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
ト
フ
」
と
い
っ
た
名
作
小
説
を
書
い
た
作
家
で
あ
っ
た
が
、「
民
衆
芸
術
論
」（
一
九
〇
三
年
）
と
い
う
文
を
発
表
す
る
理
論
家
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
「
民
衆
芸
術
論
」
は
日
本
の
雑
誌
に
既
に
数
年
前
に
翻
訳
連
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
意
識
あ
る
若
い
人
た
ち
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
い
た
。
私
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
に
魅
了
さ
れ
た
。
「
民
衆
芸
術
論
」
に
の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
理
由
は
、
そ
の
理
論
が
机
上
の
空
論
で
な
く
、
非
常
に
具
体
的
で
現
実
的
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
民
衆
演
劇
に
つ
い
て
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
は
こ
の
よ
う
に
喝
破
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
芸
術
は
そ
の
時
代
の
渇
望
と
切
り
離
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
民
衆
劇
（
平
民
劇
）
と
い
う
の
は
民
衆
の
苦
痛
・
不
安
・
希
望
・
闘
争
を
ひ
と
と
こ
ろ
に
凝
縮
さ
せ
た
も
の
だ
。
民
衆
劇
は
正
直
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
民
衆
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
民
衆
劇
と
い
う
も
の
は
な
い
。
民
衆
劇
は
、
あ
な
た
が
た
が
反
抗
し
立
ち
上
が
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
劇
は
、
公
衆
が
舞
台
の
後
ろ
か
ら
た
て
続
け
に
大
活
動
の
中
へ
飛
び
込
ん
で
行
く
戦
場
だ
。
我
々
は
、
血
の
気
を
失
っ
た
芸
術
に
生
気
を
与
え
、
そ
の
青
白
く
や
み
衰
え
た
胸
を
肉
づ
き
よ
く
し
て
、
民
衆
の
力
と
健
康
を
そ
の
な
か
に
込
め
よ
う
と
す
る
。
我
々
は
、
人
生
の
知
恵
と
栄
誉
を
民
衆
の
た
め
に
使
お
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
民
衆
を
、
我
々
と
と
も
に
、
こ
の
栄
誉
の
た
め
に
活
動
す
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
我
々
は
講
談
よ
り
も
劇
に
よ
っ
て
、
よ
り
有
益
な
形
で
民
衆
の
た
め
に
尽
力
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
と
信
じ
る
。」⑹
　
民
衆
芸
術
論
の
核
心
を
な
す
こ
の
部
分
が
、
私
の
さ
す
ら
い
を
終
わ
ら
せ
て
く
れ
る
と
は
誰
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
か
。
民
衆
芸
術
論
は
、
漠
然
と
何
か
を
探
し
求
め
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
さ
な
が
ら
漆
黒
の
な
か
の
小
さ
な
と
も
し
火
の
よ
う
に
、
行
く
べ
き
道
を
照
ら
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
私
は
こ
の
一
節
を
読
ん
で
、
は
っ
と
す
る
よ
う
な
思
い
に
と
ら
わ
れ
た
。
そ
れ
は
一
筋
の
閃
光
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
反
抗
の
手
段
と
し
て
の
演
劇
、
特
に
民
衆
の
立
場
か
ら
、
民
衆
の
痛
み
と
夢
、
闘
争
を
ひ
と
つ
に
集
約
す
る
の
が
民
衆
劇
だ
と
い
う
一
節
が
印
象
的
だ
っ
た
。
そ
れ
以
上
に
、
民
衆
劇
は
人
生
の
知
恵
と
栄
誉
を
民
衆
の
た
め
に
活
用
す
る
と
い
う
一
節
は
衝
撃
的
で
す
ら
あ
っ
た
。
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
の
民
衆
芸
術
論
は
、
何
か
我
が
祖
国
の
た
め
に
働
こ
う
と
い
う
私
の
漠
然
と
し
た
考
え
の
な
か
に
具
体
的
な
方
向
性
を
提
示
し
て
く
れ
た
。
人
生
の
指
標
と
な
っ
た
話
で
あ
る
。
ど
う
す
れ
ば
芸
術
が
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
功
利
的
た
り
う
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
感
嘆
す
べ
き
こ
と
で
す
ら
あ
っ
た
。
こ
の
時
か
ら
、
私
は
一
生
を
演
劇
に
尽
く
そ
う
と
心
に
決
め
た
。
さ
ら
に
は
こ
の
時
、
あ
る
新
聞
に
韓
国
人
の
八
〇
％
が
文マ
盲マ
で
あ
る
と
い
う
統
計
⑺
が
出
て
い
て
、
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私
を
驚
か
せ
た
。
そ
れ
で
、
演
劇
で
も
っ
て
民
族
啓
発
運
動
を
お
こ
な
っ
て
み
れ
ば
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。
日
本
と
争
お
う
と
い
う
の
な
ら
、
演
劇
で
も
っ
て
お
こ
な
う
ほ
か
は
な
い
と
考
え
た
の
だ
が
、
具
体
的
に
何
を
ど
う
す
べ
き
な
の
か
、
ま
っ
た
く
漠
然
と
し
て
い
た
。
こ
の
時
か
ら
私
は
、
当
初
か
ら
興
味
の
な
か
っ
た
大
学
生
活
を
ほ
と
ん
ど
放
棄
し
た
か
の
よ
う
に
、
劇
場
を
訪
ね
て
回
っ
た
。
こ
の
時
期
に
新
聞
を
飾
っ
て
い
た
の
は
築
地
小
劇
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
築
地
小
劇
場
で
は
、
ア
ン
ト
ン
・
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
「
桜
の
園
」
や
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
「
夜
の
宿
〔
ど
ん
底
〕」
の
よ
う
な
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
リ
ア
リ
ズ
ム
劇
を
公
演
し
て
い
て
、
少
し
後
（
一
九
二
七
年
）
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
品
も
数
多
く
舞
台
化
さ
れ
た
。
一
九
二
七
年
、
ロ
シ
ア
革
命
一
〇
周
年
記
念
の
「
国
境
の
夜
」
は
小
山
内
薫
⑻
演
出
の
作
品
で
あ
っ
た
。
私
は
こ
の
よ
う
な
社
会
告
発
的
な
作
品
、
特
に
民
衆
の
立
場
か
ら
、
巨
大
な
支
配
勢
力
と
闘
っ
て
い
く
主
人
公
の
敢
闘
精
神
に
感
銘
を
受
け
た
。
間
違
い
な
く
、
こ
う
し
た
抵
抗
の
作
品
が
ア
ナ
キ
ス
ト
に
な
っ
て
い
た
私
の
魂
に
火
を
つ
け
た
の
で
あ
っ
た
。
　
私
は
築
地
小
劇
場
に
出
入
り
し
て
、
唯
一
の
韓
国
人
俳
優
・
洪ホン
海ヘ
星ソン
⑼
と
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
は
築
地
小
劇
場
で
唯
一
の
韓
国
人
俳
優
と
し
て
舞
台
に
な
っ
て
い
る
特
異
な
ケ
ー
ス
だ
っ
た
。
た
と
え
助
演
で
あ
っ
て
も
彼
は
熱
心
に
演
じ
た
の
で
、
そ
こ
で
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
私
よ
り
七
、
八
年
先
輩
だ
っ
た
洪
海
星
は
ソ
ウ
ル
出
身
で
日
本
大
学
文
科
に
通
い
、
日
本
の
演
劇
人
・
友
田
恭
助
⑽
の
紹
介
で
築
地
小
劇
場
の
俳
優
と
し
て
入
り
、
一
九
二
四
年
か
ら
助
演
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
私
は
、
彼
が
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
「
夜
の
宿
」
に
タ
タ
ー
ル
人
の
扮
装
を
し
た
の
を
見
て
、
演
技
と
い
う
も
の
は
変
身
だ
と
い
う
こ
と
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
理
解
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
て
も
純
朴
・
生
真
面
目
で
無
能
に
さ
え
見
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
人
間
性
が
と
て
も
よ
く
、
先
輩
と
し
て
人
情
味
あ
ふ
れ
る
交
際
を
持
っ
た
。
　
演
劇
鑑
賞
に
興
味
を
持
っ
て
、
大
学
生
活
は
さ
ら
に
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
途
中
で
や
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
時
々
は
通
学
し
、
試
験
だ
け
は
必
ず
受
け
て
単
位
を
取
得
し
た
。
免
許
状
で
も
取
得
し
て
教
員
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
学
生
が
幼
稚
に
見
え
、
枠
に
縛
ら
れ
て
い
る
大
学
と
い
う
も
の
自
体
に
対
し
て
懐
疑
す
ら
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
時
か
ら
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
や
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
も
読
ん
だ
。
特
に
日
本
の
演
劇
人
が
教
科
書
の
よ
う
に
読
ん
で
い
た
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
⑾
の
「
俳
優
術
」
に
は
深
い
感
銘
を
受
け
た
。
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
の
「
俳
優
論
」
を
通
じ
て
私
は
、
演
劇
が
何
で
あ
っ
て
、
そ
の
創
造
過
程
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
演
技
と
演
出
の
本
質
が
何
で
あ
る
の
か
、
そ
の
輪
郭
な
り
と
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
演
劇
こ
そ
真
に
社
会
と
人
生
を
表
出
し
う
る
最
も
強
い
武
器
だ
と
い
う
こ
と
も
少
し
ず
つ
理
解
し
て
い
っ
た
。
　
私
は
特
に
演
劇
の
そ
の
活
動
性
が
気
に
入
っ
た
。
私
は
ま
ず
演
劇
の
実
際
を
勉
強
す
る
た
め
に
、
劇
団
に
入
っ
て
み
る
こ
と
に
し
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。
学
生
の
身
分
で
あ
っ
た
の
で
専
門
劇
団
に
は
行
け
な
か
っ
た
が
行
く
気
に
も
な
れ
ず
、
理
念
性
の
強
い
学
究
的
な
劇
団
を
探
し
て
み
た
。
そ
の
よ
う
な
性
格
の
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
が
あ
っ
た
。
東
京
の
大
学
生
が
組
織
し
た
近
代
劇
場
と
い
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
こ
で
は
私
を
大
変
歓
迎
し
て
く
れ
た
。
　
そ
う
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
で
は
俳
優
の
志
望
生
が
不
足
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
入
っ
て
間
も
な
く
端
役
で
舞
台
に
立
っ
た
。
ゴ
ー
ゴ
リ
の
「
検
察
官
〔
査
察
官
〕」
と
、
ま
た
別
の
作
品
で
あ
る
「
空
気
饅
頭
」⑿
で
も
演
出
を
や
っ
て
み
た
。
舞
台
に
立
つ
の
は
魅
力
的
で
興
奮
す
る
こ
と
は
す
る
の
だ
が
、
な
ん
と
な
く
私
の
適
性
に
は
合
わ
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
演
劇
そ
の
も
の
は
創
造
過
程
か
ら
公
演
に
至
る
ま
で
興
味
の
尽
き
な
い
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
実
感
し
た
。
　
か
く
し
て
、
こ
の
近
代
劇
場
に
は
ぱ
っ
と
し
た
演
出
家
が
お
ら
ず
、
演
劇
の
水
準
が
低
く
、
適
切
な
劇
場
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
つ
も
倉
庫
の
よ
う
な
場
所
で
公
演
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
ア
マ
チ
ュ
ア
だ
と
は
い
え
あ
ま
り
に
惨
め
な
思
い
を
感
じ
て
い
て
、
そ
れ
で
も
観
衆
が
多
く
あ
り
さ
え
す
れ
ば
耐
え
て
も
見
せ
た
だ
ろ
う
が
そ
う
い
う
わ
け
で
も
な
く
、
ひ
っ
そ
り
と
や
め
た
。
そ
し
て
い
つ
頃
だ
っ
た
か
、
気
質
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
ア
ナ
キ
ス
ト
の
み
の
劇
団
・
解
放
劇
場
⒀
に
加
入
し
た
。
私
は
こ
こ
で
も
端
役
の
俳
優
以
上
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
今
度
は
イ
タ
リ
ア
の
劇
作
家
が
描
い
た
作
品
に
出
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
有
名
な
、
築
地
小
劇
場
を
借
り
て
公
演
し
た
作
品
は
、
ア
ナ
キ
ス
ト
の
作
家
・
バ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
⒁
が
抵
抗
し
処
刑
さ
れ
る
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
　
結
局
こ
の
作
品
は
帝
国
主
義
政
府
が
許
す
理
が
全
く
な
く
、
公
演
途
上
で
幕
を
下
ろ
し
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
　
私
は
こ
う
し
て
、
大
学
時
代
の
東
京
に
お
い
て
、
演
劇
の
実
践
の
場
で
二
年
余
、
日
本
の
学
生
と
接
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
演
劇
の
舞
台
は
理
論
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
た
。
演
劇
の
魅
力
は
や
は
り
創
造
過
程
に
参
与
し
て
み
て
初
め
て
実
感
が
出
る
も
の
の
よ
う
だ
。
　
書
籍
か
ら
は
ま
っ
た
く
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
の
が
、
演
劇
の
創
造
過
程
で
瞬
間
瞬
間
に
曲
折
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
私
は
二
年
余
の
実
務
修
行
を
そ
れ
な
り
に
終
え
て
、
大
学
の
講
義
室
に
復
帰
し
た
。
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
増
え
た
だ
け
で
な
く
、
卒
業
も
し
て
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
だ
っ
た
。
ア
ナ
キ
ス
ト
と
し
て
反
抗
的
な
作
品
に
の
み
接
し
て
そ
ち
ら
側
の
趣
向
で
固
ま
っ
て
い
て
、
気
づ
く
と
自
然
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
演
劇
へ
と
傾
斜
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
私
に
こ
の
間
影
響
を
与
え
た
ロ
シ
ア
作
品
は
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
チ
ェ
ー
ホ
フ
や
ゴ
ー
リ
キ
ー
は
私
の
な
か
で
威
勢
は
さ
ら
に
上
が
り
こ
そ
す
れ
少
し
も
下
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
私
が
ロ
シ
ア
の
演
劇
や
文
学
を
好
ん
だ
の
は
そ
の
底
流
に
あ
る
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深
い
虚
無
主
義
と
抒
情
性
の
た
め
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
の
文
学
作
品
は
広
大
な
国
土
の
よ
う
に
浩
瀚
で
も
、
ど
こ
か
深
い
憂
愁
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
お
り
、
暗
い
私
の
心
に
翳
を
と
ど
め
た
。
ト
ル
ス
ト
イ
の
「
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
」
か
ら
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
、
チ
ェ
ー
ホ
フ
の
作
品
の
根
っ
こ
に
は
常
に
ペ
ー
ソ
ス
と
ニ
ヒ
ル
が
河
水
の
よ
う
に
流
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
い
つ
も
私
の
心
の
裾
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
シ
ア
の
作
品
は
ど
こ
と
な
く
あ
ま
り
に
大
き
く
雄
壮
に
感
じ
ら
れ
、
親
し
み
は
湧
か
な
か
っ
た
。
広
大
さ
と
繊
細
さ
の
乖
離
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
母
国
の
呼
ぶ
声
　
そ
ん
な
時
、
あ
る
教
授
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
の
講
義
を
聴
く
こ
と
に
な
り
、
シ
ン
グ
⒂
や
グ
レ
ゴ
リ
ー
夫
人
⒃
、
オ
ケ
イ
シ
ー
⒄
と
い
っ
た
、
漠
然
と
名
前
だ
け
は
聞
い
て
い
た
作
家
に
関
す
る
勉
強
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
が
こ
う
し
た
人
々
に
急
に
関
心
を
傾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
民
族
的
な
立
場
の
類
似
性
の
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
　
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
も
き
わ
め
て
長
き
に
わ
た
り
イ
ギ
リ
ス
の
支
配
を
受
け
て
民
族
的
な
屈
辱
と
苦
痛
を
ど
の
民
族
よ
り
も
多
く
受
け
て
き
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
国
土
だ
け
で
言
え
ば
、
こ
ち
ら
は
三
面
が
海
か
ら
な
る
半
島
で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
島
国
で
あ
る
。
貧
し
く
と
も
多
情
多
感
、
芸
術
を
愛
す
れ
ど
も
圧
迫
を
受
け
る
一
方
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
文
学
世
界
は
笑
い
の
な
か
に
悲
哀
が
に
じ
ん
で
い
る
。
一
見
す
る
と
軽
快
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
底
に
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
流
れ
て
い
た
。
　
ど
こ
と
な
く
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
は
我
が
国
の
庶
民
文
学
と
も
酷
似
し
て
い
る
と
い
う
思
い
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
特
に
私
は
、
シ
ョ
ー
ン
・
オ
ケ
イ
シ
ー
に
つ
い
て
勉
強
す
る
う
ち
に
完
全
に
魅
了
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
　
ま
ず
、
彼
の
生
涯
が
劇
的
で
あ
っ
た
。
学
校
な
ぞ
は
入
口
に
行
っ
て
み
る
こ
と
す
ら
で
き
ず
、
文
字
も
遅
れ
て
学
ん
だ
と
い
う
ほ
ど
の
、
貧
民
窟
の
出
身
で
あ
っ
た
彼
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
作
家
を
超
え
て
世
界
的
な
劇
作
家
へ
と
駆
け
上
が
る
過
程
は
ひ
と
つ
の
長
大
な
ド
ラ
マ
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
工
事
現
場
の
日
雇
い
で
あ
っ
た
三
〇
歳
こ
ろ
に
演
劇
を
目
に
し
た
彼
は
、
世
界
演
劇
史
に
残
る
秀
作
を
著
す
な
ど
、
ど
れ
ほ
ど
立
志
伝
的
で
あ
る
こ
と
か
。
書
籍
で
彼
の
生
涯
を
た
ど
り
な
が
ら
、
私
は
多
大
な
勇
気
と
意
欲
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
す
ぐ
さ
ま
演
劇
、
な
か
で
も
劇
作
家
に
な
ろ
う
と
い
う
思
い
で
あ
っ
た
。
戯
曲
を
書
き
な
が
ら
で
も
、
い
く
ら
で
も
演
劇
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
私
は
、
オ
ケ
イ
シ
ー
の
全
作
品
を
読
み
に
読
ん
だ
。
シ
ン
グ
も
よ
か
っ
た
が
、
オ
ケ
イ
シ
ー
は
も
っ
と
よ
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
私
の
気
質
が
シ
ン
グ
よ
り
オ
ケ
イ
シ
ー
寄
り
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
同
胞
に
対
す
る
彼
の
温
か
い
愛
情
と
民
族
的
痛
憤
は
私
に
深
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い
共
感
を
与
え
た
。
　
私
は
彼
の
作
品
を
一
つ
ひ
と
つ
読
み
な
が
ら
私
の
故
郷
周
辺
を
思
い
浮
か
べ
、
特
に
登
場
人
物
が
私
を
と
り
ま
く
統
営
の
人
た
ち
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
く
ら
い
、
オ
ケ
イ
シ
ー
が
描
き
出
す
人
物
た
ち
は
生
命
が
息
づ
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
こ
れ
は
や
は
り
、
彼
の
創
り
出
す
人
物
す
べ
て
が
彼
の
苦
難
の
体
験
の
な
か
で
出
会
い
別
れ
た
実
在
の
人
物
を
投
影
さ
せ
た
と
こ
ろ
に
要
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
作
家
の
人
生
経
験
が
ど
れ
だ
け
重
要
で
あ
る
の
か
を
、
オ
ケ
イ
シ
ー
の
戯
曲
作
品
か
ら
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
芸
術
作
品
は
や
は
り
苦
し
み
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
、
人
々
の
魂
を
揺
さ
ぶ
る
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。
　
こ
の
よ
う
に
私
は
オ
ケ
イ
シ
ー
の
戯
曲
を
耽
読
す
る
う
ち
に
、
劇
作
家
と
は
何
を
ど
の
よ
う
に
書
き
、
人
物
造
形
は
ど
の
よ
う
に
す
る
も
の
な
の
か
、
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
と
は
ど
の
よ
う
に
お
こ
な
う
も
の
な
の
か
を
、
会
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
や
は
り
以
心
伝
心
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
オ
ケ
イ
シ
ー
と
私
は
一
面
識
も
な
く
、
地
球
の
反
対
側
で
生
き
て
い
た
も
の
の
、
二
人
と
も
同
じ
よ
う
に
踏
み
に
じ
ら
れ
る
被
圧
迫
民
族
の
一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
、
私
に
は
彼
と
容
易
に
通
じ
あ
う
も
の
が
あ
る
よ
う
だ
。
と
も
あ
れ
、
私
は
、
オ
ケ
イ
シ
ー
の
人
間
と
作
品
に
ど
っ
ぷ
り
は
ま
っ
て
到
底
脱
け
出
せ
な
い
こ
と
も
分
か
ら
ず
、
彼
が
生
き
て
い
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
の
漠
然
と
し
た
あ
こ
が
れ
が
心
の
隅
々
ま
で
満
ち
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
も
し
自
分
が
戯
曲
を
書
く
よ
う
に
な
る
な
ら
、
オ
ケ
イ
シ
ー
の
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う
決
心
を
数
え
き
れ
な
い
ぐ
ら
い
固
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
結
局
、
私
は
卒
業
論
文
と
し
て
オ
ケ
イ
シ
ー
研
究
を
選
ぶ
に
至
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
英
文
科
の
指
導
教
授
も
快
く
承
諾
し
、
か
え
っ
て
境
遇
が
似
て
い
る
か
ら
よ
い
勉
強
に
な
る
だ
ろ
う
と
激
励
ま
で
し
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
、
私
が
ア
ナ
キ
ス
ト
と
し
て
、
非
常
に
反
抗
的
な
ア
マ
チ
ュ
ア
劇
団
に
お
い
て
二
、
三
の
劇
で
端
役
と
し
て
出
演
し
て
み
た
境
遇
も
あ
っ
た
か
ら
、
オ
ケ
イ
シ
ー
の
戯
曲
分
析
は
容
易
で
も
あ
り
、
面
白
く
も
あ
っ
た
。
　
特
に
大
学
時
代
に
付
き
合
い
の
あ
っ
た
早
稲
田
大
学
の
鄭チョン
イ
ン
ソ
プ
寅
燮
⒅
や
法
政
大
学
の
異イ
河ハ
潤ユン
⒆
ら
も
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
に
心
酔
し
て
い
た
の
で
話
が
通
じ
、
彼
ら
の
助
言
も
多
少
助
け
に
な
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
。
私
は
オ
ケ
イ
シ
ー
を
研
究
し
な
が
ら
彼
の
愛
国
心
に
大
い
に
共
感
し
、
特
に
底
辺
人
生
を
リ
ア
ル
に
描
き
つ
く
す
粘
り
強
さ
に
魅
か
れ
て
い
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
彼
の
劇
作
術
に
拍
手
を
送
っ
た
の
は
、
民
族
的
悲
哀
を
描
き
つ
つ
も
作
家
自
身
が
一
段
階
上
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
創
作
に
臨
ん
で
い
る
点
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
は
ど
う
い
う
意
味
か
と
言
う
と
、
彼
が
陰
鬱
な
民
族
の
生
き
ざ
ま
を
描
き
な
が
ら
も
、
自
身
は
ひ
と
つ
上
の
と
こ
ろ
に
い
て
、
お
ど
け
た
か
の
よ
う
な
形
で
作
品
を
書
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
別
の
言
葉
で
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
悲
劇
的
な
現
実
を
喜
劇
的
な
タ
ッ
チ
で
描
き
出
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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し
た
が
っ
て
、
彼
の
作
品
を
見
る
と
、
笑
い
が
爆
発
す
る
に
至
る
の
だ
が
、
笑
え
な
い
現
実
に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
手
法
で
接
近
す
る
た
め
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
悲
劇
的
現
実
が
さ
ら
に
際
立
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
　
人
の
暮
ら
し
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
見
て
も
、
あ
ま
り
に
気
が
ふ
さ
が
る
ほ
ど
惨
憺
た
る
状
況
に
立
ち
至
れ
ば
、
あ
き
れ
た
笑
い
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
韓
国
民
族
は
昔
か
ら
大
陸
的
な
気
質
を
持
っ
て
お
り
、
豪
放
で
楽
天
的
だ
。
な
の
で
、
ぽ
ろ
ぽ
ろ
泣
く
こ
と
を
よ
し
と
せ
ず
、
い
か
な
る
難
関
も
笑
い
を
も
っ
て
克
服
し
て
い
く
気
質
で
あ
り
続
け
た
。
オ
ケ
イ
シ
ー
の
笑
劇
性
が
そ
こ
で
我
々
に
と
っ
て
は
ぴ
っ
た
り
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
っ
た
。
　
さ
ら
に
は
、
オ
ケ
イ
シ
ー
の
土
俗
的
言
語
も
魅
力
的
だ
っ
た
。
確
実
に
彼
の
母
国
語
の
駆
使
は
誰
も
が
手
本
と
す
る
ほ
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
オ
ケ
イ
シ
ー
が
そ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
生
活
言
語
と
言
う
も
の
か
、
こ
う
し
た
口
語
体
に
秀
で
て
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
彼
自
身
が
底
辺
人
生
を
切
々
と
経
験
し
た
こ
と
か
ら
こ
そ
会
得
し
え
た
の
で
あ
り
、
か
つ
巧
み
に
駆
使
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
確
実
に
文
学
作
品
に
お
い
て
言
語
の
駆
使
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
も
の
か
を
、
オ
ケ
イ
シ
ー
の
作
品
の
生
き
生
き
と
し
た
セ
リ
フ
の
な
か
で
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
率
直
に
オ
ケ
イ
シ
ー
研
究
を
通
じ
て
そ
れ
と
な
く
作
家
修
行
を
受
け
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
当
時
の
こ
と
だ
け
で
言
え
ば
、
当
座
は
戯
曲
を
書
く
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
演
劇
運
動
家
と
し
て
、
漠
然
と
で
は
あ
れ
、
民
族
の
現
実
に
貢
献
し
て
み
せ
る
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
　
し
た
が
っ
て
、
私
は
卒
業
論
文
⒇
を
提
出
だ
け
し
て
祖
国
に
向
か
お
う
と
決
心
し
た
。
ふ
だ
ん
か
ら
夢
見
て
い
た
、
演
劇
を
通
じ
た
民
族
啓
発
運
動
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
急
ぎ
帰
国
し
て
こ
そ
可
能
だ
と
信
じ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
大
学
時
代
、
演
劇
に
志
を
立
て
て
以
後
は
い
つ
も
、
ロ
シ
ア
革
命
期
に
若
い
演
劇
人
が
展
開
し
て
い
た
演
劇
ブ
・
ナ
ロ
ー
ド
運
動
に
深
い
感
激
を
受
け
て
い
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
演
劇
ブ
・
ナ
ロ
ー
ド
運
動
は
、
ロ
シ
ア
が
抱
え
て
い
る
社
会
・
階
層
間
の
格
差
・
葛
藤
の
様
々
な
問
題
を
改
革
的
な
側
面
か
ら
劇
化
し
た
作
品
で
も
っ
て
全
国
を
巡
回
公
演
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
大
衆
が
容
易
に
共
感
で
き
る
よ
う
な
新
聞
社
会
面
の
記
事
を
劇
化
し
て
公
演
す
る
手
法
が
多
く
と
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
「
生
き
た
新
聞
演
劇
」㉑
と
も
呼
ば
れ
た
。
こ
れ
は
移
動
劇
場
運
動
と
し
て
最
も
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
の
理
由
は
、
演
劇
を
よ
く
知
ら
な
い
大
衆
も
自
分
た
ち
と
直
接
関
係
す
る
生
活
を
舞
台
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
　
そ
こ
で
、
私
は
ロ
シ
ア
の
演
劇
ブ
・
ナ
ロ
ー
ド
運
動
を
手
本
と
し
て
私
な
り
に
〝
旅
装
劇
場
〟
と
名
付
け
て
み
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
名
称
は
私
自
身
、
一
人
の
胸
の
中
で
定
め
た
だ
け
の
も
の
で
、
実
践
に
移
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
私
が
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動
劇
場
の
形
態
を
〝
旅
装
劇
場
〟
と
名
付
け
て
み
た
の
は
、
旅
装
を
ま
と
っ
て
あ
ち
こ
ち
を
流
浪
し
物
乞
い
を
し
な
が
ら
巡
回
公
演
を
し
て
み
る
と
い
う
意
味
で
そ
の
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
四
、
五
名
の
志
あ
る
仲
間
が
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
全
国
い
た
る
と
こ
ろ
で
巡
回
公
演
を
お
こ
な
う
の
で
あ
る
が
、
脚
本
は
も
ち
ろ
ん
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
素
質
の
あ
る
人
が
書
き
、
テ
ー
マ
は
そ
の
時
々
に
お
け
る
実
際
の
具
体
的
な
生
活
か
ら
材
料
を
取
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
青
年
た
ち
の
こ
う
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
で
は
劇
場
を
借
り
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
、
主
に
農
村
に
出
向
い
て
、
村
の
入
り
口
に
あ
る
大
木
の
下
や
、
同
じ
村
の
休
息
所
で
お
こ
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
舞
台
装
置
は
望
む
べ
く
も
な
く
、
入
場
料
も
ま
た
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
　
そ
う
な
る
と
、
団
員
の
寝
食
は
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
発
生
す
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
四
、
五
名
の
最
小
単
位
で
あ
る
の
で
、
一
人
ず
つ
個
別
に
村
の
有
力
者
の
家
で
厄
介
に
な
る
の
で
あ
る
。
若
い
と
は
い
っ
て
も
ど
こ
で
で
も
眠
れ
る
も
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
考
え
だ
っ
た
。
事
実
、
こ
う
し
た
旅
装
劇
場
に
関
す
る
構
想
は
き
わ
め
て
理
想
論
的
で
あ
り
、
実
際
に
実
践
へ
移
す
場
合
は
多
大
な
覚
悟
と
使
命
感
が
な
け
れ
ば
不
可
能
だ
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
旅
装
劇
場
だ
け
が
祖
国
愛
に
燃
え
る
我
々
が
お
こ
な
い
う
る
最
善
の
道
だ
と
考
え
た
。
も
し
、
こ
の
旅
装
劇
場
運
動
が
実
行
さ
え
さ
れ
れ
ば
、
日
本
に
侮
り
を
受
け
つ
つ
非
人
間
的
に
生
き
て
い
る
民
族
を
覚
醒
さ
せ
る
の
に
大
き
な
刺
激
剤
に
な
る
だ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
帰
郷
、
挫
折
、
そ
し
て
演
劇
入
門
　
予
科
と
本
科
を
合
わ
せ
て
五
年
余
の
間
に
立
教
大
学
を
修
了
し
た
後
に
あ
た
る
一
九
三
一
年
の
早
春
、
統
営
に
帰
郷
し
た
。〔
後
略
〕
【
訳
注
】
⑴ 
一
九
一
九
年
の
三
・
一
独
立
運
動
の
こ
と
。「
自
叙
伝
」
に
よ
れ
ば
、
三
・
一
運
動
の
際
は
柳
致
眞
の
故
郷
・
統
営
（
慶
尚
南
道
）
で
も
運
動
が
一
〇
日
あ
ま
り
続
き
、
数
百
名
が
検
挙
さ
れ
、
拷
問
を
受
け
た
と
い
う
。
柳
致
眞
自
身
も
、
運
動
の
参
加
者
が
日
本
の
警
察
・
憲
兵
に
よ
っ
て
縛
り
上
げ
ら
れ
た
ま
ま
足
蹴
に
さ
れ
る
光
景
を
目
撃
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
国
家
と
は
何
か
、
民
族
と
は
何
か
も
自
身
で
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
三
・
一
運
動
を
き
っ
か
け
に
初
め
て
民
族
感
情
に
似
た
も
の
を
少
し
ず
つ
感
じ
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
「
自
叙
伝
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
（『
東
朗 
柳
致
眞
全
集
』
第
九
巻
、
七
三
頁
）。
⑵ 
一
九
二
三
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
の
こ
と
。
当
時
豊
山
中
学
在
学
中
の
柳
致
眞
は
東
京
で
関
東
大
震
災
に
際
会
し
、
朝
鮮
人
殺
害
が
横
行
す
る
な
か
、
あ
る
日
本
人
夫
婦
の
庇
護
の
お
か
げ
で
九
死
に
一
生
を
得
た
。
豊
山
中
学
か
ら
授
業
の
通
知
が
来
て
緊
張
し
な
が
ら
学
校
に
登
校
す
る
と
、
驚
き
の
表
情
を
浮
か
べ
た
日
本
人
の
級
友
か
ら
質
問
攻
め
に
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
な
か
に
は
朝
鮮
人
殺
害
を
批
判
す
る
者
も
い
た
が
、
柳
致
眞
に
は
日
本
人
の
在
学
－ 99 －
生
が
「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
し
て
よ
り
も
、
分
別
の
な
い
殺
人
犯
に
見
え
て
」
ぞ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
っ
た
と
い
う
（
同
前
八
五
頁
）。
⑶ 
豊
山
中
学
校
。「
自
叙
伝
」
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
の
秋
に
日
本
に
渡
り
、
東
京
で
日
本
語
を
集
中
的
に
勉
強
し
た
後
、
翌
一
九
二
一
年
四
月
に
豊
山
中
学
の
二
学
年
に
編
入
し
た
と
い
う
（
同
前
七
五
～
七
六
頁
）。
原
文
で
は
学
校
名
の
読
み
を
「
と
や
ま
」
と
し
て
い
る
が
、
私
立
豊
山
（
ぶ
ざ
ん
）
中
学
校
（
現
・
日
本
大
学
豊
山
中
学
校
・
高
等
学
校
）
の
こ
と
か
。
⑷ 
「
自
叙
伝
」
に
よ
れ
ば
、
故
郷
の
統
営
普
通
学
校
卒
業
（
一
九
一
八
年
）
後
、
釜
山
の
逓
信
技
術
員
養
成
所
を
経
て
統
営
郵
便
局
で
勤
務
し
た
経
験
を
持
つ
（
同
前
六
九
～
七
一
頁
）。
⑸ 
柳
致
眞
は
関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
殺
害
を
通
じ
て
露
呈
さ
れ
た
人
間
の
「
獣
性
」
に
深
刻
な
衝
撃
を
受
け
、
人
間
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
に
対
す
る
嫌
悪
・
恐
怖
・
幻
滅
を
柳
致
眞
に
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
柳
致
眞
は
「
現
実
忌
避
的
懐
疑
・
悲
観
主
義
か
ら
積
極
的
・
行
動
的
な
現
実
否
定
へ
」
と
変
わ
り
始
め
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
と
い
う
（
同
前
八
六
～
八
七
頁
）。
⑹ 
本
書
引
用
箇
所
に
該
当
す
る
大
杉
栄
の
訳
文
（
ロ
メ
ン
・
ロ
オ
ラ
ン
『
民
衆
芸
術
論
―
新
劇
美
学
論
』
阿
蘭
陀
書
房
、
一
九
一
七
年
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
大
杉
栄
全
集
編
集
委
員
会
編
『
大
杉
栄
全
集
』
第
一
〇
巻
、
ぱ
る
出
版
、
二
〇
一
五
年
）。
　
　
 「
芸
術
は
其
の
時
代
の
渇
望
と
引
離
さ
れ
る
事
は
出
来
な
い
。
平
民
劇
は
平
民
の
苦
痛
と
、
其
の
不
安
と
、
其
の
希
望
と
、
其
の
闘
争
と
を
相
倶
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
正
直
で
な
く
ち
や
な
ら
な
い
。
平
民
劇
は
平
民
的
の
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ざ
れ
ば
平
民
劇
は
な
い
の
だ
。〔
中
略
〕
諸
君
は
平
民
劇
は
諸
君
に
反
抗
し
て
勃
興
せ
ん
と
す
る
の
を
知
つ
た
の
だ
。」（
五
二
頁
）
　
　
 「
劇
は
公
衆
が
舞
台
の
主
人
公
に
続
い
て
大
活
動
の
中
に
投
げ
こ
ま
れ
る
戦
場
で
あ
る
。」（
四
〇
～
四
一
頁
）
　
　
 「
吾
々
は
血
の
気
の
な
い
芸
術
に
生
気
を
与
へ
、
其
の
痩
せ
衰
へ
た
胸
を
太
ら
せ
て
、
平
民
の
力
と
健
康
と
を
其
の
中
に
取
入
れ
さ
せ
よ
う
と
云
ふ
の
だ
。
吾
々
は
人
間
の
知
慧
と
栄
誉
を
平
民
の
為
め
に
使
は
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
平
民
を
、
吾
々
と
一
緒
に
、
此
の
栄
誉
の
為
め
に
働
か
せ
よ
う
と
云
ふ
の
だ
。
し
か
し
吾
々
は
又
、
講
談
に
よ
つ
て
よ
り
は
劇
に
よ
つ
て
、
よ
り
有
益
に
平
民
の
為
め
に
尽
す
事
が
出
来
る
と
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。」
（
四
〇
頁
）
⑺ 
一
九
三
〇
年
の
朝
鮮
に
お
け
る
国
勢
調
査
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
人
の
う
ち
カ
ナ
・
ハ
ン
グ
ル
と
も
に
識
字
可
能
が
六
・
八
％
（
男
性
一
一
・
五
％
・
女
性
一
・
九
％
）、
カ
ナ
の
み
識
字
可
能
が
〇
・
〇
％
（
実
数
と
し
て
は
存
在
）、
ハ
ン
グ
ル
の
み
識
字
可
能
が
一
五
・
四
％
（
男
性
二
四
・
五
％
・
女
性
六
・
〇
％
）、
カ
ナ
・
ハ
ン
グ
ル
と
も
に
識
字
不
可
が
七
七
・
七
％
（
男
性
六
三
・
九
％
・
女
性
九
二
・
〇
％
）
で
あ
っ
た
（
板
垣
竜
太
「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
識
字
調
査
」『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
第
五
八
号
、
一
九
九
九
年
、
二
八
九
頁
）。
ま
た
、
朝
鮮
に
お
け
る
公
立
普
通
学
校
（
朝
鮮
人
対
象
の
初
等
教
育
機
関
）
の
就
学
率
に
つ
い
て
、
完
全
不
就
学
率
は
、
柳
致
眞
の
立
教
入
学
時
の
一
九
二
六
年
で
は
八
二
・
三
％
（
男
性
七
一
・
六
％
・
女
性
九
三
・
五
％
）、
卒
業
年
度
の
一
九
三
〇
年
で
は
八
〇
・
二
％
（
男
性
六
八
・
七
％
・
－ 100 －
女
性
九
二
・
一
％
）
で
あ
っ
た
（
金
富
子
『
植
民
地
朝
鮮
の
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
世
織
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
三
六
九
頁
）。
⑻ 
小
山
内
薫
（
一
八
八
一
～
一
九
二
八
年
）。
日
本
近
代
演
劇
の
開
拓
者
の
一
人
。
日
本
初
の
新
劇
専
門
の
常
設
劇
場
・
築
地
小
劇
場
の
創
立
（
一
九
二
四
年
）
に
も
参
加
。
⑼ 
洪
海
星
（
一
八
九
三
～
一
九
五
七
年
）。
朝
鮮
近
代
演
劇
の
開
拓
者
の
一
人
。
友
田
恭
助
の
紹
介
で
創
設
直
後
の
築
地
小
劇
場
に
参
加
し
、
ロ
マ
ン
・
ロ
ラ
ン
原
作
「
狼
」
や
ゴ
ー
ゴ
リ
原
作
「
夜
の
宿
」
な
ど
に
出
演
、「
夜
の
宿
」
で
は
韃
靼
人
の
扮
装
で
出
演
し
て
好
評
を
博
し
た
と
い
う
（「
東
京
築
地
小
劇
場
の
朝
鮮
青
年
洪
海
星
君
」『
毎
日
申
報
』
一
九
二
四
年
一
〇
月
三
〇
日
付
）。
一
九
三
一
年
に
は
柳
致
眞
・
鄭
寅
燮
・
異
河
潤
ら
と
と
も
に
朝
鮮
で
新
劇
団
体
・
劇
芸
術
研
究
会
を
発
足
さ
せ
た
。
⑽ 
友
田
恭
助
（
一
八
九
九
～
一
九
三
七
年
）。
舞
台
俳
優
。
築
地
小
劇
場
の
創
立
に
も
参
加
。
⑾ 
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
（
一
八
六
三
～
一
九
三
八
年
）。
ロ
シ
ア
・
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
演
劇
人
。
俳
優
の
方
法
論
と
し
て
「
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
ス
キ
ー
・
シ
ス
テ
ム
」
を
確
立
。
⑿ 
「
空
気
饅
頭
」。
ボ
リ
ス
・
ロ
マ
シ
ョ
フ
作
。
ロ
シ
ア
革
命
後
の
経
済
政
策
の
過
渡
期
に
お
け
る
銀
行
を
舞
台
と
し
た
喜
劇
作
品
（
源
貴
志
・
塚
原
孝
編
『
昇
曙
夢　
翻
訳
・
著
作
選
集　
翻
訳
編
三
』
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
一
一
年
）。
⒀ 
解
放
劇
場
。
解
放
座
（
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
誌
『
文
芸
解
放
』
の
同
人
に
よ
る
演
劇
集
団
。
第
一
回
試
演
一
九
二
七
年
一
〇
月
一
〇
・
一
一
日
～
第
三
回
公
演
一
九
二
八
年
六
月
九
・
一
〇
日
）
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
飯
田
豊
二
・
柳
川
槐
人
な
ど
を
中
心
と
す
る
演
劇
集
団
。
一
九
三
一
年
二
月
七
・
八
日
に
第
一
回
公
演
「
ボ
ス
ト
ン
」（
サ
ッ
コ
・
バ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
事
件
を
題
材
と
し
た
ア
プ
ト
ン
・
シ
ン
ク
レ
ア
の
小
説
を
も
と
に
舞
台
化
）
を
築
地
小
劇
場
で
開
催
し
た
。
第
一
回
公
演
自
体
は
両
日
と
も
「
大
入
満
員
の
盛
況
」
で
あ
っ
た
が
、
脚
本
に
つ
い
て
は
警
視
庁
の
検
閲
に
よ
り
「
あ
ち
こ
ち
無
残
に
削
ら
れ
て
、
労
働
者
の
発
言
、
政
府
資
本
家
そ
の
他
へ
の
批
判
的
発
言
、
国
家
の
裁
判
の
正
体
に
迫
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
反
抗
の
効
果
を
弱
め
ら
れ
、
失
わ
れ
も
し
た
」。
と
は
い
え
、
脚
本
家
や
演
出
家
の
ほ
う
で
「
内
容
に
お
い
て
そ
れ
を
逆
転
さ
せ
る
た
め
の
工
夫
」
を
こ
ら
し
た
と
い
う
（
秋
山
清
「
解
放
座
と
解
放
劇
場
」、
秋
山
清
著
作
集
編
集
委
員
会
編
『
秋
山
清
著
作
集
第
一
一
巻　
ア
ナ
キ
ズ
ム
文
学
史
』
ぱ
る
出
版
、
二
〇
〇
六
年
）。
た
だ
し
、「
ボ
ス
ト
ン
」
の
上
演
は
柳
致
眞
の
立
教
大
学
卒
業
（
一
九
三
一
年
三
月
）
の
一
カ
月
前
に
あ
た
っ
て
お
り
、
演
劇
活
動
へ
の
投
身
か
ら
学
校
生
活
へ
の
復
帰
・
卒
論
研
究
に
至
る
な
か
で
解
放
劇
場
へ
の
参
加
が
ど
の
時
点
に
当
た
る
の
か
、
不
明
瞭
な
点
が
残
る
。
⒁ 
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
・
バ
ン
ゼ
ッ
テ
ィ
（
一
八
八
八
～
一
九
二
七
年
）。
ア
メ
リ
カ
の
行
商
人
で
イ
タ
リ
ア
系
移
民
の
ア
ナ
キ
ス
ト
。
一
九
二
〇
年
に
強
盗
殺
人
の
廉
で
ニ
コ
ラ
・
サ
ッ
コ
と
と
も
に
逮
捕
さ
れ
、
物
証
が
不
十
分
の
ま
ま
翌
年
に
死
刑
判
決
を
受
け
た
。
冤
罪
と
の
抗
議
や
助
命
嘆
願
が
国
際
的
に
展
開
さ
れ
る
な
か
一
九
二
七
年
に
死
刑
執
行
。
⒂ 
ジ
ョ
ン
・
ミ
リ
ン
ト
ン
・
シ
ン
グ
（
一
八
七
一
～
一
九
〇
九
年
）。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
劇
作
家
。
一
九
〇
〇
年
前
後
よ
り
始
ま
る
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
演
劇
運
動
（「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
に
よ
る
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
－ 101 －
た
め
」
の
演
劇
を
目
指
す
運
動
）
の
原
動
力
と
な
る
一
人
。
代
表
作
と
し
て
「
西
の
国
の
伊
達
男
」
な
ど
（
久
保
田
重
芳
「
ジ
ョ
ン
・
ミ
リ
ン
ト
ン
・
シ
ン
グ
」、
木
村
正
俊
編
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
―
そ
の
伝
統
と
遺
産
』
開
文
社
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。
⒃ 
イ
ザ
ベ
ラ
・
オ
ー
ガ
ス
タ
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
（
一
八
五
二
～
一
九
三
二
年
）。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
劇
作
家
で
、
ア
ベ
イ
劇
場
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
演
劇
運
動
の
拠
点
と
な
っ
た
常
設
劇
場
）
の
経
営
を
支
え
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
神
話
の
収
集
・
翻
訳
紹
介
に
も
従
事
（
浅
沼
恵
「
レ
イ
デ
ィ
・
グ
レ
ゴ
リ
ー
」、
前
掲
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
』）。
⒄ 
シ
ョ
ー
ン
・
オ
ケ
イ
シ
ー
（
一
八
八
〇
～
一
九
六
四
年
）。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
劇
作
家
。
富
裕
層
に
属
す
る
シ
ン
グ
や
グ
レ
ゴ
リ
ー
夫
人
と
異
な
り
、
ス
ラ
ム
街
近
隣
の
「
中
産
階
級
の
下
層
」
出
身
。
眼
病
の
た
め
学
校
に
充
分
に
通
え
ず
、
姉
の
教
育
指
導
に
伴
い
読
書
・
演
劇
に
没
頭
。
一
四
歳
か
ら
働
く
な
か
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
衆
の
労
働
・
生
活
条
件
の
厳
し
さ
を
認
識
し
、
二
〇
代
に
入
る
と
ゲ
ー
ル
語
の
学
習
・
普
及
運
動
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
族
運
動
に
参
加
す
る
が
、
そ
の
後
、
労
働
組
合
運
動
を
通
じ
て
階
級
問
題
に
重
き
を
置
く
よ
う
に
な
り
民
族
運
動
か
ら
離
れ
る
。
都
市
の
下
層
民
衆
の
生
活
と
心
情
を
描
い
た
「
狙
撃
兵
の
影
」「
ジ
ュ
ー
ノ
ウ
と
孔
雀
」「
鋤
と
星
」（
ダ
ブ
リ
ン
三
部
作
）
が
ア
ベ
イ
劇
場
で
舞
台
化
さ
れ
る
と
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。「
鋤
と
星
」
で
復
活
祭
蜂
起
（
一
九
一
六
年
）
へ
の
批
判
な
ど
を
織
り
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
観
客
に
よ
る
上
演
阻
止
・
オ
ケ
イ
シ
ー
指
弾
の
動
き
が
激
し
く
な
り
、
授
賞
式
へ
の
出
席
を
機
に
ロ
ン
ド
ン
へ
移
住
（
松
田
誠
思
「
シ
ョ
ー
ン
・
オ
ケ
イ
シ
ー
」、
前
掲
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
学
』）。
⒅ 
鄭
寅
燮
（
一
九
〇
五
～
一
九
八
三
年
）。
文
学
（
詩
・
児
童
文
学
・
英
文
学
）・
評
論
・
民
俗
学
・
朝
鮮
語
学
な
ど
の
諸
領
域
で
活
動
。
東
京
留
学
中
に
異
河
潤
ら
と
と
も
に
海
外
文
学
研
究
会
を
設
立
。
⒆ 
異
河
潤
（
一
九
〇
六
～
一
九
七
四
年
）。
詩
・
演
劇
の
分
野
で
活
動
し
た
ほ
か
、
海
外
文
学
の
翻
訳
紹
介
に
も
従
事
。
⒇ 
柳
致
眞
の
オ
ケ
イ
シ
ー
研
究
の
成
果
は
、
立
教
大
学
英
文
学
会
の
機
関
誌
『
英
米
文
学
』
に
「
シ
ヨ
ー
ン
・
オ
ケ
エ
シ
イ
研
究
」（
同
誌
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
三
一
年
一
〇
月
）
お
よ
び
「Sean O
ʼCasey
の
研
究
」（
同
誌
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
三
二
年
六
月
）
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
㉑ 
生
き
た
新
聞
。
ロ
シ
ア
革
命
期
に
ロ
シ
ア
各
地
の
戦
線
や
農
村
・
工
場
で
叢
生
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
の
総
称
。
当
初
は
新
聞
記
事
を
読
み
あ
げ
る
形
式
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
国
内
・
海
外
の
出
来
事
を
題
材
と
し
て
、
合
唱
・
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
や
曲
芸
な
ど
を
伴
う
演
劇
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
識
字
率
が
ま
だ
高
く
な
い
ソ
ビ
エ
ト
政
権
初
期
に
お
い
て
、
分
か
り
や
す
く
革
命
を
宣
伝
す
る
と
い
う
役
割
を
担
っ
た
（
大
島
幹
雄
『
サ
ー
カ
ス
と
革
命
―
道
化
師
ラ
ザ
レ
ン
コ
の
生
涯
』
平
凡
社
、
一
九
九
〇
年
、
一
六
七
頁
）。
